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県
で
は
、
11
月
15
日
か
ら
翌
年
２

月
15
日
（
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
限
り
３
月

15
日
）
ま
で
狩
猟
期
間
と
定
め
て
い

ま
す
。

　

登
山
な
ど
で
入
山
さ
れ
る
方
は
、

不
慮
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
目

立
つ
服
装
で
、
な
る
べ
く
登
山
道
を

外
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、「
わ

な
」
な
ど
の
仕
掛
け
を
見
つ
け
て
も

絶
対
に
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

狩
猟
者
は
、
法
令
や
マ
ナ
ー
を
遵

守
し
、
事
故
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ

い
。

【
違
法
捕
獲
等
の
防
止
】

　

農
林
業
者
が
所
有
す
る
囲
い
わ
な

を
使
っ
て
農
林
業
者
自
ら
が
農
林
業

に
対
す
る
被
害
を
防
止
す
る
場
合

は
、
狩
猟
免
許
お
よ
び
狩
猟
者
登
録

を
受
け
な
く
て
も
よ
い
と
す
る
特
例

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
箱
わ
な
を

使
う
場
合
は
、
狩
猟
免
許
を
所
持
し

た
う
え
で
、
さ
ら
に
滋
賀
県
に
対
し

て
狩
猟
税
を
納
め
て
狩
猟
者
登
録
を

行
わ
な
け
れ
ば
、
狩
猟
期
間
中
に
捕

獲
す
る
行
為
は
、
違
法
と
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

11
月
15
日
〜
２
月
15
日
は
狩
猟
期
間
で
す

違
法
捕
獲
は
、
絶
対
ダ
メ

狩
猟
に
伴
う
事
故
に
注
意

　

高
島
市
は
早
場
米
地
帯
で
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
水
稲
の
収
穫
後
に
発
生
す
る

ヒ
コ
バ
エ
（
二
番
穂
の
こ
と
）
は
、
野

生
獣
に
と
っ
て
格
好
の
餌
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

特
に
、
山
に
餌
が
少
な
く
な
る
冬
期

は
、
集
落
周
辺
に
頻
繁
に
野
生
獣
が
出

没
す
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
ま
ま
放
置

し
て
お
く
と
、
冬
期
が
過
ぎ
て
も
そ
の

場
に
は
餌
が
あ
る
と
学
習
し
、
１
年
を

通
し
て
出
没
を
繰
り
返
し
、
農
作
物
等

に
被
害
を
も
た
ら
す
原
因
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

水
田
の
秋
鋤す

き
が
行
わ
れ
て
い
な
い
田

ん
ぼ
は
、
早
め
に
鋤
き
込
み
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
収
穫
し
な
い
果
樹
（
カ
キ

な
ど
）
も
、
早
め
に
摘
果
す
る
か
伐
採

し
ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
集
落
農
地
周

辺
の
雑
草
も
管
理
し
適
宜
刈
り
払
ら
う

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

h
た
か
し
ま
獣
害
対
策
協
議
会

　
　
事
務
局
（
農
業
振
興
課
）

　
　

f（
２
５
）８
５
２
８

冬
の
獣
害
対
策
が
大
切
で
す

　

こ
の
冬
に
来
年
度
の
生
産
活
動
に
向

け
て
、
野
生
獣
を
寄
せ
付
け
な
い
よ
う

な
対
策
を
集
落
ぐ
る
み
で
話
し
合
い
、

一
つ
ず
つ
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ

う
。

ヒコバエに群がるニホンザルの群れ

　

h
滋
賀
県
西
部
・
南
部
森
林
整
備
事
務
所
高
島
支
所

　
　
　

f（
２
２
）６
０
３
３

　
　
市
役
所
農
業
振
興
課

　
　
　

f（
２
５
）８
５
２
８

冬
の
節
電
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

h
環
境
政
策
課　

f（
２
５
）８
１
２
３

　

今
夏
に
引
き
続
き
、
こ
の
冬
の
電
力
供
給
に
つ
い
て
も
、
非
常
に
厳
し
い
需
給
状
況
と
な
る

見
込
み
で
す
。
電
力
需
要
が
高
ま
る
と
思
わ
れ
る
下
記
の
期
間
、
節
電
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

○
期　

間　

12
月
19
日
〜
３
月
23
日
の
平
日

　
　
　
　
　
　
（
12
月
29
日
〜
１
月
４
日
は
除
き
ま
す
）

○
時
間
帯　

９
時
〜
21
時

○
節
電
の
目
安　

昨
年
同
月
の
使
用
最
大
電
力
を

　
　
　
　
　
　
　

基
準
に
10
％
以
上

　

市
で
は
、
多
く
の
方
に
バ
ス
交
通
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
４
月
か
ら
新
し

い
方
法
で
バ
ス
や
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

日
ご
ろ
の
買
い
物
や
通
院
な
ど
、
お
出
か
け
の
際
に
は
、
安
心
・
安
全
で
低
料
金

の
高
島
市
バ
ス
交
通
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

バ
ス
・
乗
合
タ
ク
シ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

h
交
通
対
策
課　

f（
２
２
）０
０
５
８

バ
ス
を
乗
り
継
い
で
目
的
地
の
バ
ス
停
ま
で
ご
利
用
の
場
合
は
、

便
利
な
「
バ
ス
乗
り
継
ぎ
制
度
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

○朽木線、古賀線、若江線へ乗り継ぎをされる場合は、
乗継券とは別に「利用促進券」が必要となります。
ご利用されるときには、前もって交通対策課または
各支所、新旭振興室へお問い合わせください。

○この制度は、次のバス停で乗り継がれる場合に
　ご利用いただけます。

　

料
金
の
代
わ
り
に
「
乗
継

券
」
を
料
金
箱
に
入
れ
て
く
だ

さ
い
。

（
そ
の
料
金
は
市
が
負
担
し
ま

す
。）

　

料
金
を
お
支
払
い
い
た
だ
く

と
き
に
、「
乗
継
券
」
を
運
転

手
か
ら
お
受
け
取
り
く
だ
さ

い
。

最
初
の
バ
ス
を
降
り
る
と
き

乗
り
継
い
だ
バ
ス
を
降
り
る

と
き

小荒路・マキノ駅・マキノ支所前・近江中庄駅・
近江今津駅・保坂（今津西小学校前）・朽木学校前・
朽木支所前・安曇川駅・近江高島駅・新旭駅

★他のバス停では、この制度は受けられませんので
　ご注意ください。

バス乗継制度の利用方法

地　域 測  定  地  点 10月平均値
（３日～31日のうち平日）

マキノ マキノ支所前駐車場 0.062
今　 津 今津支所玄関北側 0.083
朽　 木 朽木支所前駐車場 0.068
安曇川 安曇川支所裏駐車場 0.049
高　 島 高島支所東駐車場 0.051
新　 旭 高島市役所北側玄関前 0.058

高島市環境放射線測定結果
10月分

（単位　μＳｖ／ｈ）

＜日常生活と放射線＞
● 一人あたりの自然放射線量（日本年間平均）
　1,500μSv/年　※世界平均2,400μSv/年
　・宇宙から 300μSv/年　・大地から 400μSv/年
　・食物から 400μSv/年　・呼吸から 400μSv/年
● Ｘ線集団検診（１回）
　　・胃の場合　600μSv/回
　　・胸の場合 50μSv/回

● 航空機旅行（往復）
　　東京～ニューヨーク間　200μSv/往復
●原子力発電所（軽水炉）周辺の線量目標値（年間）
　　50μSv/年

　h原子力防災対策室　f（２５）８１３３

詳しいデータは、高島市ホーム
ページをご覧ください。

※市役所と各支所の前は「平日毎日測定」。
　その他の測定地点は「毎月第１・第３水曜日
の２回測定」です。（その他の測定地点の測定
結果は、ホームページをご覧ください。）
※測定値の単位は、μＳｖ/ｈ（マイクロシー
ベルト/時）です。

（参考）
1,000μＳｖ/ｈ＝１ｍＳｖ（ミリシーベルト）
※１年間に換算するには、表の数値を8,760倍
（24時間×365日）してください。


